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都
立
図
書
館
は

ど
こ
ま
で
後
退
す
る
の
か

ス
の
実
施　
1
．
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
と
利
用
し
や
す
い
蔵

書
配
置
」
の
中
に
、（
3
）
と
し
て

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
、

「（
案
）」
で
は
「
都
立
図
書
館
で
発

行
す
る
I
C
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
資

料
の
検
索
、
請
求
、
受
取
、
返
却
、

複
写
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
『
図
書
館
利
用
シ
ス
テ
ム
』
の

導
入
を
図
」る
、と
な
っ
て
い
た
が
、

「
具
体
的
方
策
」
で
は
「
導
入
を
目

指
」
す
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、「
案
」と「
具
体
的
方
策
」

と
の
決
定
的
な
相
違
は
、「
実
施
計

画
」
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。「
第

二
次
あ
り
検
報
告
」の「
は
じ
め
に
」

の
最
後
に
「
本
検
討
委
員
会
と
し
て

は
、
今
後
、
図
書
館
利
用
者
は
じ
め

広
く
都
民
の
方
々
や
区
市
町
村
等
か

ら
こ
の
報
告
に
対
す
る
御
意
見
を
伺

い
、
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
、
本
報
告

に
示
し
た
内
容
を
具
体
化
す
る
実
施

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」
と
書
い

て
あ
る
が
、「
具
体
的
方
策
」
は
「
実

施
計
画
」に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
具

体
的
方
策
」
の
「
は
じ
め
に
」
で
は

「
東
京
都
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

本
書
に
基
づ
く
事
業
の
取
組
期
間
を

概
ね
三
年
間
と
し
、
平
成
二
一
年
度

◉
東
京
都
教
育
庁
発
表
の
「
具
体
的
方
策
」
を
考
察
す
る

東
京
都
教
育
庁
が
今
年
八
月
二
四
日
に
公
表
し
た「
都
立
図
書
館
改
革
の
具
体
的
方
策
」。

そ
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、二
〇
〇
二
年
の「
今
後
の
都
立
図
書
館
の
あ
り
方
」報
告
書
以
降
、

東
京
都
立
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
方
向
転
換
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
こ
に
は
ど
ん
な
問
題
点
が
あ
る
の
か
を
、本
誌
編
集
委
員
が
考
察
す
る
。

1「
都
立
図
書
館
改
革
の
具

体
的
方
策
」

1「
都
立
図
書
館
改
革
実
施
計
画

│
新
た
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

展
開
│（
案
）」と
の
違
い

　
「
具
体
的
方
策
」
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
教
育
委
員
会
ま
た
は
都
立
図
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
全
文
及
び

概
要
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
概
要
版
で
は
問
題
点
の
所
在
を

掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ぜ
ひ

全
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
﹇
注

1
﹈。

　
こ
の
「
具
体
的
方
策
」
は
、
本
年

五
月
一
〇
日
に
出
さ
れ
た
内
部
文
書

「
都
立
図
書
館
改
革
実
施
計
画
│
│

新
た
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
│
│

（
案
）」（
以
下
「
案
」
と
い
う
）
と

概
ね
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
目

次
を
比
較
し
て
も
、「
第
1
部　

都

立
図
書
館
改
革
の
基
本
的
考
え
方
」

は
、「
案
」
で
は
作
成
中
と
さ
れ
て

い
た
が
、「
具
体
的
方
策
」
で
は
、

「
1
、
都
立
図
書
館
改
革
の
必
要
性

2
、
都
立
図
書
館
改
革
の
経
緯　

3
、
都
立
図
書
館
改
革
の
取
組
方

針
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
第

2
部　
都
立
図
書
館
改
革
の
具
体
的

な
取
組
み　
第
5
章　
区
市
町
村
立

図
書
館
と
の
連
携
・
協
力　
2
、
協

力
貸
出
の
見
直
し
」
は
、「
具
体
的

方
策
」
で
は
、「
2
、
相
互
貸
借
の

促
進
と
協
力
貸
出
の
見
直
し
」
に
変

更
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、「
第
3
部

　
都
立
図
書
館
改
革
の
基
盤
づ
く
り

　
第
3
章　
国
や
他
自
治
体
と
の
連

携
」
は
、「
具
体
的
方
策
」
で
始
め

て
出
さ
れ
、「
1
．
国
立
国
会
図
書

館
と
の
連
携　
2
．
近
隣
の
県
立
図

書
館
等
と
の
連
携　
3
．
日
比
谷
図

書
館
の
地
元
区
へ
の
移
管
」
と
さ
れ

た
が
、「
案
」
で
は
、「
第
3
章　
日

比
谷
図
書
館
の
地
元
区
へ
の
移
管
」

と
な
っ
て
い
た
。

　

逆
に
、「
案
」
の
「
第
2
部　

都

立
図
書
館
改
革
の
具
体
的
な
取
組
み

第
2
章　
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

は
、「
3
．
I
C
カ
ー
ド
に
よ
る
利

用
シ
ス
テ
ム
の
導
入　
4
．
書
店
機

能
の
付
加
」
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
第
2

章
の
タ
イ
ト
ル
も
「
利
便
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
」
に
変
更
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
、「
I
C
カ
ー
ド
に

よ
る
利
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
は
、

「
第
2
章　

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ

は
じ
め
に

　
二
〇
〇
二
年
一
月
に
「
今
後
の
都

立
図
書
館
の
あ
り
方
〜
社
会
経
済
の

変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
都
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
」（
以
下

「
第
一
次
あ
り
検
報
告
」
と
い
う
）

が
出
さ
れ
て
以
来
、
都
立
図
書
館

は
、
後
退
に
後
退
を
続
け
て
い
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、

多
摩
地
域
の
市
町
村
立
図
書
館
に
と

手
嶋
孝
典

●
て
じ
ま
・
た
か
の
り

町
田
市
立
図
書
館
・
本
誌
編
集
委
員

っ
て
は
、
事
態
は
深
刻
な
は
ず
で
あ

る
。

「
第
一
次
あ
り
検
報
告
」
前
後
の
都

立
図
書
館
の
動
き
等
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
町
田
市
立
図
書
館
が
五
万
冊

預
か
っ
た
理
由
〜
一
四
万
冊
の
『
再

利
用
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
始
め
、「﹇
特

集
﹈
都
立
図
書
館
再
編　
一
四
万
冊

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
」（『
ず
・
ぼ

ん
』第
8
号
）お
読
み
い
た
だ
く
と
、

よ
り
一
層
理
解
が
深
ま
る
と
思
う
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
後
二
〇
〇
五
年

八
月
二
五
日
に
公
表
さ
れ
た
「
都
立

図
書
館
改
革
の
基
本
的
方
向
（
第
二

次
都
立
図
書
館
あ
り
方
検
討
委
員
会

報
告
、以
下「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」

と
い
う
）」
と
、
そ
れ
を
具
体
化
さ

せ
た
も
の
と
し
て
今
年
二
〇
〇
六
年

八
月
二
四
日
に
公
表
さ
れ
た
「
都
立

図
書
館
改
革
の
具
体
的
方
策
」（
以

下
「
具
体
的
方
策
」
と
い
う
）
を
合

わ
せ
て
考
察
し
て
い
く
。
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を
当
面
の
目
標
と
し
て
、
改
革
の
実

現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
」
と

書
い
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
都
立
図
書
館
職
員
か
ら
の
情
報
に

よ
る
と
、「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」

を
具
体
化
し
な
が
ら
、
今
回
の
「
具

体
的
方
策
」
で
は
、
五
月
に
「
案
」

と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ら
大

き
く
後
退
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
実

施
計
画
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、「
具
体
的
方
策
」

と
い
う
曖
昧
模
糊
と
し
た
名
称
で
出

さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
辺
の
事
情
を
如

実
に
示
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
財
政
当
局
の
合
意

が
取
り
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

オ
ー
ル
都
庁
と
し
て
、
オ
ー
ソ
ラ
イ

ズ
で
き
な
く
て
、
教
育
委
員
会
が
決

め
た
文
書
に
留
ま
っ
た
」
と
い
う
の

が
真
相
の
よ
う
だ
。

2「
具
体
的
方
策
」の

問
題
点
と
そ
の
批
判

　

以
下
、「
具
体
的
方
策
」
に
つ
い

て
、
私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
を
率
直

に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
1
部　
都
立
図
書
館
改
革
の
基
本

的
考
え
方　
1
．
都
立
図
書
館
改
革

の
必
要
性
と
し
て
4
つ
挙
げ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、（
1
）
都
民
ニ
ー

ズ
の
高
い
分
野
に
重
点
を
置
い
た
情

報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、（
2
）
電
子

資
料
の
活
用
と
情
報
化
へ
の
対
応
、

（
3
）「
待
ち
」
の
姿
勢
か
ら
積
極
的

な
情
報
発
信
へ
、（
4
）
都
立
図
書

館
と
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の
役
割

分
担
の
明
確
化
、
で
あ
る
。

（
1
）
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
資
料
を
万
遍
な
く
収
集
す
る
こ

と
を
心
が
け
、
そ
れ
を
伝
統
的
な
分

類
方
法
に
基
づ
い
て
整
理
し
利
用
者

に
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
き

た
が
、
都
民
の
情
報
ニ
ー
ズ
と
ず
れ

が
生
じ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、

国
際
都
市
・
首
都
東
京
の
課
題
の
解

決
や
、
都
民
の
抱
え
る
課
題
の
解
決

を
支
援
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
図

書
館
の
基
本
的
な
機
能
の
放
棄
で
あ

る
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
資
料
を
万
遍
な
く
収

集
す
る
」
か
ら
こ
そ
、
都
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
4
）
に
つ
い
て
は
、
都
内
の
区
市

町
村
立
図
書
館
が
飛
躍
的
な
進
展
を

遂
げ
て
い
る
の
で
、
都
立
図
書
館
は

広
域
的
自
治
体
の
図
書
館
と
し
て
の

存
在
意
義
を
再
確
認
し
、
東
京
都
全

体
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観

点
か
ら
、
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の

役
割
分
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め

て
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。「
役
割
分
担
の
明
確
化
」
が

何
を
意
味
す
る
か
は
、
第
2
部
第
5

章
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
た

い
。

2
．
都
立
図
書
館
改
革
の
経
緯
は
、

二
〇
〇
二
年
一
月
の
「
第
一
次
あ
り

検
報
告
」
に
よ
る
都
立
図
書
館
の
再

編
・
合
理
化
を
す
す
め
て
き
た
が
、

区
市
町
村
と
の
役
割
分
担
に
、
な
お

整
理
す
べ
き
課
題
が
あ
る
こ
と
や
社

会
経
済
の
さ
ら
な
る
進
展
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
刷

新
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
五
年
八
月

に
「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」
を
取
り

ま
と
め
た
と
し
て
い
る
。

「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」
は
、
都
立

図
書
館
の
こ
れ
か
ら
の
役
割
を
明
ら

か
に
し
た
う
え
で
図
書
館
改
革
の
基

本
的
考
え
方
を
示
し
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
更
に
、こ
の「
具
体
的
方
策
」
は
、

「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」
で
示
さ
れ

た
基
本
的
な
方
向
に
沿
っ
て
改
革
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
方

策
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
と

位
置
付
け
て
い
る
。
策
定
に
当
た
っ

て
は
、「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」
を

公
表
し
て
、
広
く
都
民
の
方
々
や
区

市
町
村
教
育
委
員
会
並
び
に
区
市
町

村
立
図
書
館
か
ら
の
意
見
や
都
議
会

の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
都
立
図
書

館
協
議
会
の
提
言
等
を
踏
ま
え
て
策

定
し
た
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」

に
対
し
て
、
東
京
都
市
町
村
立
図
書

館
長
協
議
会
は
、
意
見
書
を
出
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
も
お

座
な
り
の
も
の
で
あ
り
、
ど
う
考
え

て
も
区
市
町
村
立
図
書
館
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
と
は
思
え

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
都
民
の
意
見
に

対
し
て
も
真
摯
に
対
応
し
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

3
．
都
立
図
書
館
改
革
の
取
組
方
針

で
は
、「
具
体
的
方
策
」
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
九
年
度
を
当
面
の
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、（
1
）
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
展
開
、（
2
）

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、

（
3
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、

（
4
）
都
の
行
政
施
策
と
の
連
携
、

（
5
）
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の
連

携
・
協
力
、（
6
）
組
織
・
業
務
運

営
の
見
直
し
と
人
材
の
育
成
、
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
各
項
目
が
、
第
2

部　
都
立
図
書
館
改
革
の
具
体
的
な

取
組
み
の
第
1
章
〜
第
6
章
に
そ
れ

ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
コ
メ
ン
ト
す
る
紙
数
が
な
い

の
で
、
私
の
問
題
意
識
に
沿
っ
て
議

論
を
展
開
す
る
。

第
2
部　
都
立
図
書
館
改
革
の
具
体

的
な
取
組
み　
第
1
章　
都
立
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
展
開　
2
．

東
京
マ
ガ
ジ
ン
バ
ン
ク
の
創
設
は
、

都
立
多
摩
図
書
館
へ
設
置
し
、
雑
誌

サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た
全
国
で
も
先

例
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
を
目
指

す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
何
故
都
立

多
摩
図
書
館
で
取
り
組
む
べ
き
サ
ー

ビ
ス
な
の
か
釈
然
と
し
な
い
。
都
立

多
摩
図
書
館
へ
の
直
接
来
館
者
を
増

や
し
た
い
と
い
う
の
が
直
接
の
動
機

と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
程
度
は
想
像
で
き
る
が
、
何
の
た

め
に
直
接
来
館
者
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
が
理
解
で
き
な

い
。
私
が
最
も
恐
れ
る
の
は
、
協
力

貸
出
し
の
後
退
に
一
層
拍
車
が
か
か

り
か
ね
な
い
と
い
う
点
に
尽
き
る
。

雑
誌
に
つ
い
て
は
現
在
で
も
、
中
央

図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
も
の
は
協

力
貸
出
し
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
間
の
都
立
図
書
館
の
「
改

革
」
が
直
接
来
館
者
を
優
先
的
に
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
マ
ガ
ジ

ン
バ
ン
ク
の
創
設
に
よ
り
、
雑
誌
に

つ
い
て
も
協
力
貸
出
し
を
更
に
後
退

さ
せ
る
結
果
に
な
る
の
は
間
違
い
な

い
と
思
う
。

第
2
章　
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
実
施　
1
．
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
と
利
用
し
や
す
い
蔵
書

配
置
に
つ
い
て
は
、
総
合
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
よ

り
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
一
ケ
所
あ
る

い
は
一
回
の
手
続
き
で
提
供
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

と
し
て
い
る
が
、
本
当
に
「
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
た
迅
速
か
つ
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。

都
立
図
書
館
職
員
か
ら
の
情
報
に
よ

れ
ば
、「
こ
こ
数
年
で
、
都
立
中
央

開
館
時
に
採
用
し
た
職
員
の
大
量
退

職
を
迎
え
、
新
規
職
員
を
取
ら
な
い

で
運
営
す
べ
く
そ
の
分
の
職
員
を
委
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託
で
ま
か
な
お
う
と
し
て
い
る
か

ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
の

主
題
別
閲
覧
室
制
度
に
問
題
が
あ
る

か
ら
改
善
す
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
ま
っ
た
く
別
の
理
由
に
よ
る
リ

ス
ト
ラ
、
合
理
化
と
い
う
こ
と
に
な

る
﹇
注
2
﹈。

2
．
蔵
書
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
現

状
と
課
題
」
で
新
刊
和
書
は
、

二
〇
〇
五
年
度
中
に
出
版
さ
れ
た
都

立
図
書
館
の
収
集
方
針
・
選
定
基
準

に
合
致
す
る
資
料
約
三
万
六
千
冊
の

内
、
約
六
割
に
あ
た
る
約
二
万
一
千

冊
し
か
購
入
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
と
正
直
に
述
べ
て
い
る
。

　
だ
か
ら
今
後
は
都
民
の
情
報
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て

資
料
を
収
集
し
、
蔵
書
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
で
は
都
立
図
書
館
の
基
本

的
機
能
が
果
た
せ
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。
今
後
、
都
立
図
書
館
の

収
拾
方
針
・
選
定
基
準
に
合
致
す
る

資
料
を
で
き
る
限
り
収
集
す
る
こ
と

に
努
め
、
蔵
書
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
資
料
費
の
大
幅
な
増
額
が
必

要
で
あ
る
。「
改
革
」
の
方
向
は
、

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
資
料
収
集
で
は

な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
資
料
を

万
遍
な
く
収
集
す
る
こ
と
」
こ
そ
が

都
立
図
書
館
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
た
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

第
5
章　
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の

連
携
・
協
力　
2
．
相
互
貸
借
の
促

進
と
協
力
貸
出
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
都
立
図
書
館
で
は
館
内
閲
覧
の

み
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
区
市
町
村

立
図
書
館
で
は
都
立
図
書
館
か
ら
借

り
受
け
た
資
料
を
個
人
に
貸
し
出
し

て
い
る
と
し
、
協
力
貸
出
で
は
現
在

三
五
日
間
の
貸
出
期
間
を
設
け
て

い
」
る
の
で
、
そ
の
間
、
都
立
図
書

館
で
は
来
館
し
た
利
用
者
に
資
料
を

提
供
で
き
な
い
状
況
も
生
じ
て
い
る

と
、
都
立
図
書
館
が
直
接
来
館
者
に

資
料
を
提
供
で
き
な
い
の
は
、
あ
た

か
も
協
力
貸
出
し
の
せ
い
で
あ
る
か

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
協
力
貸
出

し
の
貸
出
期
間
は
、
二
〇
〇
四
年
三

月
ま
で
は
、
四
五
日
間
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
都
立
図
書
館
の
直
接
来
館
者

と
競
合
す
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

一
方
的
に
三
五
日
間
に
短
縮
し
た
の

で
あ
る
。

　
直
接
来
館
者
と
の
競
合
に
つ
い
て

は
、
都
立
図
書
館
が
複
本
を
捨
て

て
、
都
立
図
書
館
三
館
で
一
冊
し
か

収
集
し
な
い
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
た
時
に
、
そ
れ
に
反
対
す
る
運
動

の
側
が
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
案
の
定
区
市
町
村
立
図

書
館
の
充
実
と
区
市
町
村
立
図
書
館

間
の
相
互
貸
借
増
加
と
い
う
状
況
変

化
を
踏
ま
え
、
都
立
図
書
館
の
役
割

を
明
確
化
し
、
協
力
貸
出
の
あ
り
方

を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言

い
始
め
た
。「
区
市
町
村
立
図
書
館

の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
否
定
す
る

つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
か

し
、「
充
実
」
に
よ
る
「
状
況
変
化
」

は
、
区
市
町
村
立
図
書
館
だ
け
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
都
立
図
書

館
も
多
摩
図
書
館
の
開
館
な
ど
「
充

実
」
が
見
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
も
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
利
用
者

の
変
化
で
あ
る
。「
図
書
館
の
充
実
」

と
共
に
、
利
用
者
の
要
求
も
高
度
化

す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
の

要
求
が
梃
子
に
な
っ
て
、
更
に
「
図

書
館
の
充
実
」
が
図
ら
れ
る
の
で
あ

る
。「
区
市
町
村
立
図
書
館
の
充
実
」

が
見
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
都
立

図
書
館
の
協
力
貸
出
し
の
関
与
の
度

合
い
を
低
く
し
て
も
構
わ
な
い
と
い

う
発
想
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、町
田
市
立
図
書
館
は
、「
利

用
者
と
共
に
成
長
す
る
図
書
館
」
を

サ
ー
ビ
ス
理
念
の
一
つ
に
据
え
て
い

る
。

　

ま
た
、「
区
市
町
村
立
図
書
館
間

の
相
互
貸
借
増
加
と
い
う
状
況
変

化
」
に
つ
い
て
は
、
都
立
図
書
館
の

未
購
入
資
料
の
増
加
と
貸
出
制
限
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

都
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
所
蔵
し
て
い
て
も
貸
し
て

く
れ
な
け
れ
ば
、
都
内
の
区
市
町
村

立
図
書
館
に
協
力
貸
出
し
を
お
願
い

す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
都
立
図
書

館
の
本
来
の
役
割
を
放
棄
し
て
お
い

て
、
よ
く
そ
の
よ
う
な
理
屈
が
持
ち

出
せ
る
も
の
だ
と
呆
れ
て
し
ま
う
。

（
2
）
協
力
貸
出
方
針
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
区
市
町
村
立
図
書
館
へ

の
協
力
貸
出
と
都
立
図
書
館
の
館
内

利
用
と
の
両
立
を
図
る
た
め
、
協
力

貸
出
さ
れ
た
資
料
の
利
用
は
、
区
市

町
村
立
図
書
館
内
で
の
閲
覧
に
と
ど

め
、
貸
出
期
間
（
現
行
三
五
日
間
）

の
見
直
し
な
ど
を
行
う
、
と
い
う
こ

と
だ
が
、「
館
内
利
用
」
を
優
先
し

た
い
と
い
う
思
惑
が
露
骨
に
見
て
取

れ
る
。
町
田
市
立
図
書
館
は
、
貸
出

制
限
が
始
ま
っ
た
時
、
次
の
よ
う
に

訴
え
た
。

「
都
立
図
書
館
は
、
都
民
の
税
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
資
料
は
、
東
京
の
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
同
じ
よ
う
に
利
用
で

き
る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

都
民
に
身
近
な
区
市
町
村
立
図
書
館

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
協
力
貸
し
出
し

が
、
も
っ
と
も
合
理
的
か
つ
効
果
的

な
方
法
で
す
。
協
力
貸
し
出
し
が
な

け
れ
ば
、
資
料
を
閲
覧
（
個
人
が
借

り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
す
る

た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
港
区
ま
で
出
向

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が

そ
う
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
仮
に
で
き
た
と
し
て
も
多
摩
地

域
か
ら
で
は
そ
れ
こ
そ
一
日
が
か
り

で
、
交
通
費
も
か
か
り
ま
す
」。「
協

力
貸
し
出
し
は
、都
立
図
書
館
が「
都

立
」
で
あ
る
以
上
、
当
然
継
続
、
充

実
さ
れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
都

立
図
書
館
が
従
来
通
り
の
方
針
に
立

ち
返
り
、
協
力
貸
し
出
し
に
一
層
力

を
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て

止
み
ま
せ
ん
」（「
都
立
図
書
館
『
協

力
貸
し
出
し
』
の
見
直
し
に
よ
る
影

響
に
つ
い
て
」、
町
田
市
立
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）﹇
注
3
﹈。

　
ま
し
て
や
区
市
町
村
立
図
書
館
内

で
の
閲
覧
に
と
ど
め
る
こ
と
な
ど
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

「
館
内
で
の
閲
覧
」
が
、
い
か
に
不

自
由
な
も
の
で
あ
る
か
、
一
度
で
も

考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

特
に
都
立
図
書
館
か
ら
の
借
用
資
料

は
、
専
門
書
が
多
い
た
め
、「
館
内

で
の
閲
覧
」
に
は
馴
染
ま
な
い
。
館

内
閲
覧
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
な
れ

ば
、
読
み
終
わ
る
ま
で
、
何
回
も
図

書
館
に
足
を
運
ば
せ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
実
質
的
に
協

力
貸
出
を
否
定
す
る
の
と
同
じ
こ
と

で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
特
に
多
摩
地

域
の
図
書
館
は
、
閲
覧
場
所
も
な
い

狭
隘
な
館
が
数
多
く
あ
る
。
そ
れ
を

承
知
で
実
施
す
る
と
い
う
の
は
、
暴

挙
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

（
3
）
費
用
負
担
・
搬
送
方
法
の
検

討
に
つ
い
て
、
区
市
町
村
立
図
書
館

へ
の
協
力
貸
出
に
つ
い
て
は
、
都
の

搬
送
車
を
利
用
し
て
い
る
が
、
今
後

は
使
用
す
る
搬
送
車
の
費
用
負
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、何
故
、

都
立
図
書
館
の
本
来
業
務
に
費
用
負

担
が
問
題
に
な
る
の
か
、
理
解
に
苦

し
む
。

　
更
に
、
区
市
町
村
立
図
書
館
間
の

相
互
貸
借
資
料
の
搬
送
方
法
に
つ
い

て
、
区
市
町
村
間
で
の
検
討
を
働
き
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か
け
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
区
市

町
村
立
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
増
加

と
い
う
状
況
変
化
が
そ
の
根
拠
と
な

る
の
で
あ
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
そ
の
よ
う
な
「
状
況
変
化
」
を

作
り
出
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
都
立

図
書
館
自
身
な
の
で
あ
る
。
区
市
町

村
立
図
書
館
に
と
っ
て
は
、
都
立
図

書
館
か
ら
は
貸
し
て
貰
え
な
い
の

で
、
仕
方
な
く
都
内
の
他
の
区
市
町

村
立
図
書
館
か
ら
借
り
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
区
市
町
村
立
図
書
館

に
と
っ
て
も
、
協
力
貸
出
し
に
よ
っ

て
他
の
図
書
館
に
貸
し
出
し
て
い
る

間
は
、
直
接
来
館
者
と
の
競
合
の
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

新
着
図
書
、
予
約
件
数
の
多
い
図
書

や
新
刊
雑
誌
等
一
部
の
資
料
な
ら
と

も
か
く
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
資
料
に

つ
い
て
は
、
協
力
貸
出
し
の
対
象
外

に
な
っ
て
い
る
の
は
仕
方
な
い
と
し

て
も
、
そ
れ
以
外
の
資
料
を
協
力
貸

出
し
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。

　
区
市
町
村
立
図
書
館
に
と
っ
て
、

自
館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
で
購

入
で
き
な
い
も
の
は
、
都
立
図
書
館

の
協
力
貸
出
し
を
お
願
い
す
る
。
そ

れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
、
都
内
の
区

市
町
村
立
図
書
館
か
ら
の
協
力
貸
出

し
を
お
願
い
す
る
。
そ
れ
も
か
な
わ

な
け
れ
ば
、
道
府
県
立
図
書
館
や
国

立
国
会
図
書
館
、
場
合
に
よ
っ
て
は

大
学
図
書
館
等
に
も
お
願
い
す
る
。

利
用
者
が
求
め
る
資
料
は
、
草
の
根

を
分
け
て
も
探
し
出
し
て
提
供
す

る
。
そ
れ
が
、
公
立
図
書
館
の
使
命

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
都
立
図
書
館
が
自
館
や
都
内
の
区

市
町
村
立
図
書
館
の
資
料
を
協
力
貸

出
し
で
搬
送
す
る
の
は
、
広
域
行
政

と
し
て
の
都
立
図
書
館
の
責
務
で
あ

り
、
区
市
町
村
に
負
担
を
求
め
る
の

は
、
そ
の
役
割
放
棄
に
他
な
ら
な

い
。

（
4
）
収
集
・
保
存
分
担
に
つ
い
て

の
協
議
に
つ
い
て
は
、
都
立
図
書
館

及
び
区
市
町
村
立
図
書
館
の
収
集
・

保
存
範
囲
を
明
確
に
し
、
都
内
公
立

図
書
館
全
体
で
効
果
的
に
収
集
・
保

存
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
協
議
の
場

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議
会

が
打
ち
出
し
て
い
る
共
同
利
用
図
書

館
構
想
に
、
都
立
図
書
館
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
問
題
は
解
決

す
る
と
思
う
。
こ
ち
ら
の
方
こ
そ
、

都
立
図
書
館
に
「
費
用
負
担
」
を
求

め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
構
想
で
あ
ろ

う
。
せ
め
て
、
都
の
遊
休
施
設
を
提

供
す
る
程
度
の
こ
と
は
し
て
貰
い
た

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
程
度
の
こ
と

を
し
て
も
罰
は
当
た
る
ま
い
。

第
3
部　
都
立
図
書
館
改
革
の
基
盤

づ
く
り　
第
1
章　
組
織
と
業
務
運

営
の
見
直
し　
3
．
業
務
委
託
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
司
書
業
務

の
う
ち
、
資
料
出
納
、
定
型
的
な
デ

ー
タ
入
力
な
ど
非
基
幹
的
業
務
の
委

託
範
囲
を
拡
大
し
、
図
書
館
運
営
の

一
層
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
司
書
は
専
門
性
を
生
か
し
た
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
基
幹
的
な
業
務

に
専
念
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
高
品
質
化
を
図
る
と
し
て
い

る
。
司
書
の
基
幹
的
業
務
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、「
図
書
館
事
業
の
企
画
、

資
料
の
選
定
・
収
集
、
書
誌
・
所
蔵

デ
ー
タ
の
管
理
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
の
実
施
等
」
で
あ
る
。
逆
に

言
え
ば
、
そ
れ
以
外
の
「
非
基
幹
的

業
務
」
と
さ
れ
る
も
の
は
殆
ん
ど
が

委
託
と
な
り
、
都
立
図
書
館
の
空
洞

化
は
、
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
協
力

貸
出
業
務
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四

年
度
か
ら
委
託
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し
て
い

る
。

4
．
収
蔵
対
策
に
つ
い
て
は
、
資
料

の
保
存
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
短
期
的
な

取
組
み
と
し
て
書
架
の
増
設
、
複
本

の
除
籍
な
ど
に
よ
り
、
収
蔵
能
力
の

向
上
を
図
る
と
し
て
い
る
。
更
に
、

「
中
期
的
な
収
蔵
対
策
」と
し
て
、「
媒

体
変
換
の
検
討
」
と
「
書
庫
棟
の
建

設
」
を
挙
げ
、「
長
期
的
な
収
蔵
対

策
」
と
し
て
中
央
図
書
館
の
全
面
改

築
時
に
は
、
新
館
の
建
設
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、「
資
料
の
保
存
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
の
明
確
化
」
の
中

で
、
中
央
図
書
館
・
多
摩
図
書
館
の

複
本
精
査
の
徹
底
を
挙
げ
て
い
る
点

で
あ
る
。
複
本
の
精
査
を
徹
底
し
、

除
籍
再
活
用
を
進
め
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
資
料
の
保
存
に
つ
い
て

は
、
第
2
部
第
5
章　
区
市
町
村
立

図
書
館
と
の
連
携
・
協
力　
2
．
相

互
貸
借
の
促
進
と
協
力
貸
出
の
見
直

し　
（
4
）
収
集
・
保
存
分
担
に
つ

い
て
の
協
議
、
と
合
わ
せ
て
協
議
す

べ
き
で
あ
る
。
中
央
図
書
館
と
多
摩

図
書
館
の
機
能
分
担
に
よ
り
一
点
収

集
を
原
則
と
し
た
の
で
、
複
本
の
精

査
を
徹
底
し
、
除
籍
再
活
用
を
進
め

る
と
い
う
「
第
一
次
あ
り
検
報
告
」

以
来
の
硬
直
し
た
考
え
方
で
な
く
、

区
市
町
村
立
図
書
館
と
の
協
議
を
進

め
る
中
で
、
新
た
な
方
策
を
見
出
す

な
ど
の
柔
軟
な
姿
勢
こ
そ
が
求
め
ら

れ
る
。

5
．
利
用
者
に
よ
る
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
高
度
・
高
品
質
な
情
報
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
原
則

と
し
て
利
用
者
に
適
正
な
費
用
負
担

を
求
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
図
書
館
法
第
17
条
の
解
釈
に
疑

問
が
あ
る
。「
具
体
的
方
策
」
本
文

の
中
に
あ
る
（
注
）
で
は
、
生
涯
学

習
審
議
会
社
会
教
育
分
科
審
議
会
計

画
部
会
図
書
館
専
門
委
員
会
の
報
告

を
引
用
す
る
形
で
、
図
書
館
に
お
い

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
っ
た
外
部
の
情

報
源
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
そ
の
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
は
、『
図
書
館
資
料

の
利
用
』
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し

か
し
、
無
料
原
則
が
適
用
さ
れ
る
範

囲
は
、
条
文
の
「
文
言
の
文
理
的
解

釈
に
よ
り
一
義
的
に
得
ら
れ
る
と
は

考
え
難
い
」（
椎
名
慎
太
郎
・
稗
貫

俊
文
『
文
化
・
学
術
法
』
現
代
行
政

法
学
全
集
25
）
と
見
る
の
が
妥
当
で

あ
る
と
い
う
、
岸
本
岳
文
氏
の
議
論

も
あ
る
。
岸
本
氏
に
よ
れ
ば
、「
図

書
館
法
は
第
三
条
で
図
書
館
奉
仕
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
七
条

が
適
用
さ
れ
る
範
囲
と
は
、
こ
こ
に

あ
げ
ら
れ
た
具
体
的
な
図
書
館
奉
仕

の
項
目
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
条
に
あ

げ
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
に
つ
い
て

も
、
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
公
立
図
書
館
が
無
料

で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
踏
ま
え
た
上

で
、
個
々
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」（
塩
見
昇
・
山
口
源
次
郎

編
著
『
図
書
館
法
と
現
代
の
図
書

館
』）と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
、

岸
本
氏
の
見
解
を
支
持
す
る
。

都
外
の
公
共
図
書
館
等
か
ら
の
取
寄

せ
に
つ
い
て
は
、
送
料
の
徴
収
方
法

を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
と
し
て

い
る
が
、「
図
書
館
資
料
の
利
用
」

の
解
釈
を
巡
っ
て
同
様
の
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
公
立
図
書
館
の
利
用
者

に
対
し
て
、
他
の
図
書
館
か
ら
取
り

寄
せ
た
資
料
の
送
料
を
徴
収
す
る
と

い
う
の
は
、
そ
の
資
料
を
所
蔵
し
て

い
る
か
、
所
蔵
し
て
い
な
く
て
も
自

館
で
購
入
す
れ
ば
送
料
の
負
担
は
な
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い
の
に
、
所
蔵
が
な
く
、
か
つ
購
入

も
し
な
い
場
合
は
、
取
り
寄
せ
の
送

料
を
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う

矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
は
、
町
田
市
立
図
書
館
で
実

際
に
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
都
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貸
出
制
限
が
か

か

っ

て

い

る

資
料
（
例
え

ば

一
九
五
〇
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
本

は
一
律
に
協
力
貸
出
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
）
を
都
内
の
都
立
以
外
の
公

立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
た

め
、
他
の
道
府
県
立
図
書
館
等
か
ら

借
用
し
た
場
合
は
、
送
料
を
町
田
市

立
図
書
館
が
負
担
し
て
い
る
。
町
田

市
立
図
書
館
は
、
送
料
の
負
担
を
利

用
者
に
求
め
て
い
な
い
が
、
都
立
図

書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
の
に
協
力
貸

出
し
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
や
む

を
得
ず
他
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ

る
資
料
の
送
料
を
負
担
す
る
の
で
あ

る
。
も
し
、
仮
に
町
田
市
立
図
書
館

が
利
用
者
に
送
料
の
負
担
を
求
め
る

こ
と
に
し
た
場
合
、
利
用
者
は
ど
の

よ
う
に
思
う
だ
ろ
う
か
。
都
立
図
書

館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
な
ら
と
も
か

く
、
所
蔵
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
他
の
道
府
県
図
書
館
等
か
ら
借
り

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ

に
よ
る
送
料
も
自
己
負
担
を
強
い
ら

れ
る
と
い
う
矛
盾
が
利
用
者
レ
ベ
ル

で
顕
在
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
都
立
か
ら
借
用
し
た

資
料
は
、
館
内
閲
覧
し
か
認
め
ら
れ

な
い
と
し
た
ら
、
そ
し
て
他
の
道
府

県
立
図
書
館
等
が
館
外
貸
出
し
を
今

後
も
認
め
る
と
し
た
ら
、
利
用
者

は
、
送
料
を
自
己
負
担
し
て
で
も
都

立
か
ら
借
用
す
る
こ
と
を
断
り
、
他

の
図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
を
求
め

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
っ
た
と

き
に
、
町
田
市
立
図
書
館
と
し
て
、

都
立
か
ら
借
り
ら
れ
る
も
の
は
、
他

の
図
書
館
か
ら
は
借
用
し
な
い
と
い

う
原
則
を
果
た
し
て
貫
き
通
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
議
論
が
、

「
館
内
で
の
閲
覧
」
に
逆
戻
り
し
て

し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
、
笑
う
に

笑
え
な
い
笑
い
話
に
な
っ
て
し
ま

う
。

3
東
京
都
公
立
図
書
館
長

連
絡
会
全
体
会
で
の
説
明

　
九
月
八
日
に
東
京
都
公
立
図
書
館

長
連
絡
会
（
以
下
「
連
絡
会
」
と
い

う
）
全
体
会
が
開
催
さ
れ
、
東
京
都

教
育
庁
及
び
都
立
図
書
館
か
ら
「
具

体
的
方
策
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
意
見
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の

で
報
告
し
て
お
き
た
い
。

「
連
絡
会
」
と
い
う
の
は
、
23
区
と

多
摩
地
域
の
公
立
図
書
館
の
（
中
心

館
の
）
館
長
を
対
象
と
し
た
会
で
あ

る
。
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
は
、
東
京

都
公
立
図
書
館
長
協
議
会
（
以
下
、

「
東
公
図
」
と
い
う
）
と
い
う
団
体

が
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
解
散
し
て

し
ま
っ
た
。「
東
公
図
」
の
解
散
に

よ
り
、
職
員
研
究
大
会
も
廃
止
さ
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ

形
で
、
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長

協
議
会
が
二
〇
〇
六
年
二
月
に
多
摩

地
域
公
立
図
書
館
大
会
を
開
催
し
た

こ
と
を
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思

う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
都
立
図
書
館

は
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
、「
東
公

図
」
と
名
称
は
似
て
い
る
が
、
中
身

は
ま
っ
た
く
異
な
る
「
連
絡
会
」
を

作
っ
た
。
都
立
図
書
館
の
姿
勢
は
、

区
市
町
村
立
図
書
館
長
と
の
協
議
体

で
は
な
く
、
自
ら
の
方
針
を
一
方
的

に
伝
達
で
き
る
方
法
を
選
択
し
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。「
連
絡
会
」

主
催
の
研
修
は
、
集
合
形
式
で
行
わ

れ
、
区
市
町
村
立
図
書
館
の
職
員

は
、
た
だ
そ
の
場
に
参
加
す
る
だ
け

と
い
う
一
方
通
行
の
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
連
絡

会
全
体
会
で
は
、「
具
体
的
方
策
」

に
つ
い
て
、
都
立
中
央
図
書
館
の
企

画
経
営
課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
質
疑
応
答
に
入
っ
た
が
、
市

立
図
書
館
長
を
中
心
に
多
く
の
疑

問
、
批
判
が
出
さ
れ
た
。

　
私
は
、
昨
年
八
月
に
出
さ
れ
た
、

「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」
の
冒
頭
に

「
実
施
計
画
」
を
策
定
す
る
と
書
い

て
あ
る
の
に
、
今
回
は
「
方
策
」
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
を
尋
ね
た
。

回
答
は
、「『
実
施
計
画
』
を
目
指
し

て
い
た
が
、
都
の
財
政
当
局
と
の
調

整
の
中
で
詰
め
切
れ
な
か
っ
た
の

で
、『
具
体
的
方
策
』
と
し
て
発
表

し
た
。
平
成
一
八
年
度
末
ま
で
に
調

整
を
図
り
、
実
施
計
画
と
し
て
出
し

た
い
」
と
い
う
意
外
と
率
直
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、
マ
ガ
ジ
ン
バ
ン
ク
の
資

料
提
供
方
法
に
つ
い
て
（
雑
誌
の
協

力
貸
出
し
は
ど
う
な
る
の
か
）、
蔵

書
の
充
実
に
つ
い
て
、
来
館
者
の
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
協
力
貸
出
し
の

後
退
、
な
ど
な
ど
疑
義
が
続
出
し

た
。
特
に
、
協
力
貸
出
し
の
「
館
内

閲
覧
止
め
」
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
場

所
が
な
い
、
都
立
図
書
館
は
滞
在
型

で
あ
る
が
、
区
市
町
村
立
図
書
館

は
、
非
滞
在
型
で
あ
る
な
ど
の
実
態

が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
都
及
び
都
立

図
書
館
が
回
答
に
窮
す
る
場
面
も
い

く
つ
か
見
ら
れ
た
。
な
ど
と
書
く

と
、
そ
れ
は
お
前
の
主
観
的
願
望
に

過
ぎ
な
い
と
東
京
都
教
育
庁
及
び
都

立
図
書
館
の
側
か
ら
は
反
論
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
う
控
え
め
に

見
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
強
行
突
破

で
き
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い

な
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
区
市
町
村
立
図

書
館
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
て
ほ

し
い
と
の
当
然
の
要
望
が
出
さ
れ
た

が
、
あ
い
ま
い
な
が
ら
も
、
一
方
的

に
強
行
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
印
象

を
持
た
せ
る
回
答
が
あ
っ
た
。

　
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議

会
は
、
都
立
中
央
図
書
館
長
へ
の
要

望
書
と
都
市
教
育
長
会
会
長
へ
の
お

願
い
文
を
提
出
し
た﹇
資
料
1
﹈﹇
資

料
2
﹈。

2「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」

1
報
告
の
内
容

　

Ⅰ
で
触
れ
た
と
お
り
、「
第
二
次

あ
り
検
報
告
」
は
、
二
〇
〇
五
年
八

月
二
五
日
に
出
さ
れ
た
。
全
文
は
、

都
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」、
ま
た
は

東
京
都
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
報
道
資
料
一
覧
」
か
ら
辿
る

こ
と
が
で
き
る
﹇
注
4
﹈。
こ
の
報

告
に
対
し
て
東
京
都
教
育
庁
は
、
意

見
募
集
を
行
っ
た
。
意
見
受
付
期
間

は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
二
五
日
か
ら

同
年
九
月
二
六
日
ま
で
と
し
、
提
出

方
法
は
、「
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
い
ず
れ
か
の
方

法
」
に
よ
る
と
し
た
。
意
見
提
出
様

式
は
、「
件
名
を
『
第
二
次
都
立
図

書
館
あ
り
方
検
討
委
員
会
報
告
に
関

す
る
意
見
』
と
し
、
①
氏
名
ま
た
は

所
属
組
織
②
住
所
③
電
話
番
号
④
意

見
を
御
記
入
下
さ
い
」
と
し
て
い

る
。
そ
の
他
、「
い
た
だ
い
た
御
意

見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い
た
し

ま
せ
ん
が
、
今
後
こ
の
報
告
の
内
容
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を
具
体
化
し
、
都
立
図
書
館
の
改
革

を
進
め
て
い
く
上
で
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。

「
第
二
次
あ
り
検
報
告
」
の
内
容
を

簡
単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

Ⅰ
都
立
図
書
館
の
今
後
の
あ
り
方
と

し
て
、
1
．
都
立
図
書
館
と
国
会
図

書
館
、
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
都

立
図
書
館
は
、
国
立
国
会
図
書
館
及

び
区
市
町
村
立
図
書
館
と
相
互
に
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
広
域
行
政
に

求
め
ら
れ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、（
1
）
広
域
的
・
総
合
的
な
住

民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
サ
ー
ビ
ス
、

（
2
）区
市
町
村
立
図
書
館
の
支
援
、

（
3
）
図
書
館
相
互
協
力
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
、
を
目
差
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
、
2
．
都
立
図
書
館
あ
り
方

検
討
委
員
会
（
第
一
次
）
報
告
後
の

取
組
と
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、「
第

一
次
あ
り
検
報
告
」「
後
の
主
な
取

組
と
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
次

の
3
点
を
挙
げ
て
い
る
。（
1
）
広

域
的
・
総
合
的
情
報
拠
点
と
し
て
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
、（
2
）
区
市
町
村

立
図
書
館
へ
の
支
援
、（
3
）
効
率

的
な
図
書
館
の
運
営
、
で
あ
る
。

（
2
）
で
は
、「
東
京
都
の
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、

都
立
図
書
館
と
区
市
町
村
立
図
書
館

と
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
相
互
の

連
携
・
協
力
関
係
を
一
層
深
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
更
に
、
3
．
都
立
図
書
館
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
状
況
と
し
て
、

（
1
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

情
報
収
集
の
急
速
な
普
及
、（
2
）

課
題
解
決
の
た
め
の
情
報
ニ
ー
ズ
の

増
大
、（
3
）
区
市
町
村
立
図
書
館

の
充
実
、
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
2
）
で
は
、「
日
本
有
数
の
豊
富
な

資
料
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の

実
績
を
持
つ
都
立
図
書
館
は
、
都
民

（
個
人
・
団
体
）
の
具
体
的
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
、（
3
）
で
は
、
都
内

の
区
市
町
村
立
図
書
館
は
、「
飛
躍

的
な
進
展
を
遂
げ
て
い
る
」「
一
部

の
区
市
町
村
で
は
相
互
貸
借
が
始
ま

っ
て
い
る
」「
地
域
住
民
の
教
養
の

向
上
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す

る
た
め
の
資
料
の
閲
覧
・
貸
出
サ
ー

ビ
ス
は
、
基
本
的
に
は
区
市
町
村
立

図
書
館
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
」

「
都
立
図
書
館
の
区
市
町
村
立
図
書

館
支
援
、
連
携
・
協
力
の
今
後
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。

　
加
え
て
、
4
．
都
立
図
書
館
の
こ

れ
か
ら
の
役
割
と
し
て
（
1
）
都
民

の
課
題
解
決
の
た
め
の
情
報
サ
ー
ビ

ス
、（
2
）
東
京
に
関
す
る
情
報
セ

ン
タ
ー
、（
3
）
区
市
町
村
立
図
書

館
の
支
援
及
び
連
携
・
協
力
、

（
4
）
都
政
へ
の
貢
献
、
を
挙
げ
て

い
る
。（
3
）
で
は
、「
今
後
都
立
図

書
館
は
、
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の

役
割
分
担
の
明
確
化
を
図
り
、
区
市

町
村
立
図
書
館
に
対
し
、
専
門
書
等

の
協
力
貸
出
を
行
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
協
力
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
職
員

研
修
の
支
援
を
行
う
」
と
し
て
い

る
。

　

更
に
加
え
て
、
5
．
都
立
図
書
館

改
革
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、

（
1
）「
待
ち
」
の
姿
勢
か
ら
積
極
的

発
信
へ
、（
2
）
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
積

極
的
活
用
、（
3
）
印
刷
資
料
と
電

子
資
料
の
複
合
利
用
、（
4
）
顧
客

満
足
度
の
向
上
、
を
挙
げ
て
い
る
。

　
Ⅱ　
都
立
図
書
館
改
革
の
具
体
的

取
組
と
し
て
、
1
．
情
報
サ
ー
ビ
ス

の
積
極
的
発
信
に
つ
い
て
、（
1
）

タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
展
の
実
施
、

（
2
）
都
政
の
重
要
課
題
に
即
し
た

重
点
的
情
報
サ
ー
ビ
ス
、（
3
）
メ

ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

（
4
）貴
重
資
料
の
電
子
化
と
公
開
、

を
挙
げ
て
い
る
。

　
次
に
、
2
．
都
の
行
政
施
策
と
の

連
携
と
し
て
、（
1
）
東
京
都
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
情
報
の
蓄
積
・

公
開
、（
2
）
政
策
立
案
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、（
3
）
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
、（
4
）
学
校
に
対
す
る

教
育
活
動
支
援　
を
挙
げ
て
い
る
。

　
更
に
、
3
．
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
し
て
、（
1
）
民
間
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
導
入
、（
2
）
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、（
3
）
館

内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

環
境
の
改
善
、（
4
）
非
来
館
者
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、（
5
）
蔵
書

の
充
実
、
収
蔵
対
策
及
び
管
理
の
効

率
化
、（
6
）
書
店
機
能
の
付
加
、

（
7
）
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
、

を
挙
げ
て
い
る
。（
2
）
に
つ
い
て

は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
体
制
の
再
編
を

意
味
す
る
が
、
本
当
に
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
結
び
付
く
の
か
、
疑

問
視
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

（
6
）に
つ
い
て
は
、「
具
体
的
方
策
」

で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
（「
案
」
の

段
階
で
は
入
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
）。

　
加
え
て
、
4
．
他
の
図
書
館
等
と

の
連
携
・
協
力
と
し
て
、（
1
）
区

市
町
村
立
図
書
館
の
支
援
及
び
連

携
・
協
力
、（
2
）
東
京
都
関
係
の

図
書
館
等
と
の
連
携
、
を
挙
げ
て
い

る
。（
1
）
に
つ
い
て
は
、「
都
立
図

書
館
と
区
市
町
村
立
図
書
館
に
お
け

る
収
集
・
保
存
の
分
担
に
つ
い
て
、

協
議
の
場
を
設
け
、
検
討
す
る
」
と

し
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
と
も
真
摯
な
協

議
の
場
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
更
に
加
え
て
、
5
．
組
織
と
業
務

運
営
の
見
直
し
と
し
て
、（
1
）
中

央
図
書
館
と
多
摩
図
書
館
の
機
能
分

担
の
推
進
、（
2
）
中
央
図
書
館
に

お
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
効
率

化
、（
3
）
日
比
谷
図
書
館
の
地
元

区
へ
の
移
管
、（
4
）
業
務
委
託
の

推
進
、（
5
）
利
用
者
に
よ
る
費
用

負
担
、
を
挙
げ
て
い
る
。（
4
）
に

つ
い
て
は
、「
業
務
委
託
を
推
進
す

る
一
方
、
司
書
は
基
幹
的
な
業
務
に

専
念
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
」
と
し
て
い
る
が
、
図
書
館
の
空

洞
化
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
と
思

う
。（
5
）
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

法
第
17
条
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
、

私
は
反
対
の
立
場
に
立
つ
。

　
最
後
に
、
6
．
図
書
館
を
支
え
る

人
材
の
育
成
と
し
て
、（
1
）
司
書

に
必
要
な
能
力
の
見
直
し
、（
2
）

職
務
経
験
に
応
じ
た
能
力
開
発
計
画

の
策
定
、
を
挙
げ
て
い
る
。

2
報
告
に
対
す
る
批
判
と
対
応

　
「
第
二
次
あ
り
検
」
は
、「
改
革
」

を
僭
称
し
て
は
い
る
が
、
以
下
の
よ

う
に
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

二
〇
〇
五
年
九
月
二
六
日
に
東
京
都

教
育
庁
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
社
会

教
育
課
施
設
係
へ
、
個
人
と
し
て
の

意
見
を
出
し
た
。

①
報
告
の
出
し
方
に
つ
い
て

　
「
第
一
次
あ
り
検
報
告
」と
同
様
、

区
市
町
村
の
意
見
を
聴
く
こ
と
な

く
、
一
方
的
に
報
告
書
を
出
し
た
。
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「
第
一
次
あ
り
検
報
告
」
が
区
市
町

村
立
図
書
館
と
の
摩
擦
を
生
ん
だ
こ

と
を
何
ら
反
省
す
る
こ
と
な
く
、
同

じ
手
法
で
報
告
を
出
し
て
お
き
な
が

ら
、
事
後
に
な
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
と
称
す
る
形
式
的
な
意
見
募

集
を
行
っ
て
い
る
。
も
っ
と
先
に
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

②
区
市
町
村
立
図
書
館
と
の
役
割
分

担
に
つ
い
て

　
極
め
て
平
面
的
に
し
か
協
力
貸
出

し
等
の
役
割
分
担
を
理
解
し
て
い
な

い
た
め
、
都
立
図
書
館
が
区
市
町
村

立
図
書
館
と
連
携
・
協
力
し
て
都
民

に
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
と
い
う
視
点
が

欠
け
て
い
る
。
ま
し
て
や
、「
専
門

書
等
の
協
力
貸
出
」
に
限
定
し
よ
う

と
す
る
の
が
論
外
で
あ
る
こ
と
は
、

「
公
立
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上

の
望
ま
し
い
基
準
」（
二
〇
〇
一
年

七
月
一
八
日
文
部
科
学
省
告
示
第

1
3
2
号
、
以
下
、「
望
ま
し
い
基

準
」
と
い
う
）
に
照
ら
し
て
も
明
ら

か
で
あ
る
。

③
区
市
町
村
立
図
書
館
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　
「
望
ま
し
い
基
準
」
は
、
都
道
府

県
立
図
書
館
の
役
割
は
、
市
町
村
立

図
書
館
へ
の
援
助
と
し
て
、「
市
町

村
立
図
書
館
の
求
め
に
応
じ
て
、
資

料
の
紹
介
，
提
供
を
行
う
こ
と
、
図

書
館
の
資
料
を
保
存
す
る
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。
ま
た
、「
資
料
の
収
集
、

提
供
等
」
と
し
て
市
町
村
立
図
書
館

等
の
要
求
に
十
分
応
え
ら
れ
る
資
料

の
整
備
を
挙
げ
て
い
る
。
更
に
、
市

町
村
立
図
書
館
の
求
め
に
応
じ
た
資

料
保
存
等
の
機
能
に
必
要
な
施
設
・

設
備
を
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
都
立
図
書
館
は
、
区
市

町
村
立
図
書
館
の
求
め
に
応
じ
て
、

資
料
の
紹
介
、
提
供
を
行
う
こ
と
や

図
書
館
の
資
料
を
保
存
す
る
こ
と
は

勿
論
の
こ
と
、
市
町
村
立
図
書
館
の

求
め
に
応
じ
た
資
料
保
存
等
の
機
能

に
必
要
な
施
設
・
設
備
を
備
え
る
こ

と
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

④
日
比
谷
図
書
館
の
千
代
田
区
へ
の

移
管
に
つ
い
て

　
全
都
民
の
財
産
の
処
分
方
法
と
し

て
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
ど
う
す
る
つ
も
り

な
の
だ
ろ
う
か
。

⑤
業
務
委
託
の
推
進
に
つ
い
て

　
業
務
委
託
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

司
書
は
基
幹
的
な
業
務
に
専
念
す
る

こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
図
書
館
の
空
洞
化
を
一
層
促
進

す
る
だ
け
だ
と
思
う
。

⑥
「
利
用
者
に
よ
る
費
用
負
担
」
に

つ
い
て

　
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、
利
用

者
に
一
定
の
費
用
負
担
を
求
め
る
こ

と
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、
図
書
館

法
の
精
神
に
反
す
る
。
情
報
格
差
の

拡
大
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。

「
図
書
館
資
料
」
を
狭
く
限
定
し
て

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
図
書
館
法
が

成
立
し
た
経
緯
を
斟
酌
す
る
な
ら
、

少
な
く
と
も
、
図
書
館
法
第
3
条
で

規
定
し
て
い
る
「
図
書
館
奉
仕
」
の

項
目
は
、
第
17
条
が
当
然
に
し
て
適

用
さ
れ
る
べ
き
範
囲
と
解
釈
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
報
道
等
に
流
し
た
「
概
要
版
」

に
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
事
実
は
、
何
か
意
図
的
な

も
の
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館

長
協
議
会
も
意
見
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
お
座
な
り
の
回
答
が
あ
っ
た

だ
け
で
、
そ
れ
が
「
具
体
的
方
策
」

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
思
え

な
い
﹇
資
料
3
、
資
料
4
﹈。

3結
び

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
都
立
図

書
館
の
後
退
は
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
東

京
都
の
財
政
状
況
の
問
題
が
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
好
転
し
つ

つ
あ
る
し
、
一
方
で
は
、
二
〇
一
六

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
都
に
誘

致
す
る
動
き
も
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
よ
る
経
済
効
果
を
狙
う
と

い
う
意
図
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
巨
額
の
税

金
を
つ
ぎ
込
む
余
裕
が
あ
る
な
ら
、

そ
の
ご
く
一
部
で
も
図
書
館
行
政
に

投
入
す
べ
き
で
あ
る
。「
国
際
都
市・

首
都
東
京
」（「
具
体
的
方
策
」）
の

図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
い
政
策
展
開
が

望
ま
れ
る
。
都
立
図
書
館
の
機
能
分

担
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
央

図
書
館
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
図
書
館

に
、
多
摩
図
書
館
を
保
存
図
書
館
に

特
化
す
る
の
が
、
最
も
望
ま
し
い
あ

り
方
で
あ
る
と
思
う
。

　
「
第
一
次
あ
り
検
」
か
ら
「
具
体

的
方
策
」
に
至
る
ま
で
の
東
京
都
教

育
庁
及
び
都
立
図
書
館
の
政
策
は
、

直
接
来
館
者
優
先
の
発
想
と
そ
こ
か

ら
導
か
れ
る
協
力
貸
出
し
の
切
り
捨

て
で
あ
る
。『
公
立
図
書
館
の
任
務

と
目
標
』
は
も
ち
ろ
ん
、「
公
立
図

書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し

い
基
準
」（
2
0
0
1
年
7
月
18
日

文
部
科
学
省
告
示
第
1
3
2
号
）
か

ら
も
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。
一
番

の
問
題
は
、
区
市
町
村
立
図
書
館
が

最
も
望
ん
で
い
る
こ
と
を
切
り
捨

て
、
望
み
も
し
な
い
こ
と
を
「
新
し

い
支
援
と
連
携
・
協
力
」
の
名
の
下

に
押
し
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
、
区
市
町
村
立
図
書
館
に
と

っ
て
は
、
協
力
貸
出
し
の
他
に
も
、

都
立
図
書
館
の
支
援
や
連
携
・
協
力

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ

も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
区
市
町
村

立
図
書
館
が
最
も
望
ん
で
い
る
こ
と

を
、
お
か
し
な
理
屈
を
並
べ
て
切
り

捨
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
理
由
な
ど

ど
こ
に
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
都
立
図
書
館
の
「
改
革
」
を
支
え

て
い
る
も
う
一
つ
の
理
念
は
、「
課

題
解
決
型
図
書
館
」
と
い
う
思
想
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り

方
検
討
協
力
者
会
議
報
告
「
こ
れ
か

ら
の
図
書
館
像
│
│
地
球
を
支
え
る

情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
│
│
（
報

告
）」﹇
注
5
﹈
も
こ
の
思
想
に
貫
か

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
景

に
は
、
図
書
館
を
市
民
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
文
部
科

学
省
も
自
ら
の
省
益
に
繋
が
る
と
い

う
判
断
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
を
全
面

的
に
後
押
し
し
て
い
る
。
国
が
自
治

体
の
図
書
館
政
策
に
介
入
す
る
こ
と

の
是
非
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、

「
課
題
解
決
型
図
書
館
」
が
図
書
館

の
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
な
風
潮

が
跋
扈
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
貸
出
し
を
中
心
に

据
え
た
図
書
館
へ
の
風
当
た
り
が
強

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
例
を
挙
げ
る
と
、「
図

書
館
は
資
料
の
貸
出
し
以
外
に
も
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
に
力
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
っ
た
類
の
議
論
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
主
張
が
間
違

っ
て
い
る
な
ど
と
主
張
す
る
つ
も
り

は
な
い
。
た
だ
、「
課
題
解
決
」
が
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東
市
町
村
図
発
第
4
号

平
成
18
年
9
月
13
日

東
京
都
立
中
央
図
書
館

館
長　
松
田
二
郎
様

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協

議
会

会
長　
　
鈴
木
惠
子

都
立
図
書
館
改
革
の
具
体
的
方
策
に
か

か
る
要
望
に
つ
い
て

　
時
下
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
、「
都
立
図
書
館
改

革
の
具
体
的
方
策
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
東
京
都
内
の
各
市
町
村
民
に

対
し
、
第
一
線
で
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
お
り
ま
す
市
町
村
立
図
書

館
と
し
て
、
そ
の
改
革
の
具
体
的
方

策
の
内
容
に
対
し
下
記
の
と
お
り
要

望
い
た
し
ま
す
。

1
．
協
力
貸
し
出
し
方
針
の
見
直
し

に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
都
立
図
書
館
と
市
町

村
立
図
書
館
は
、
文
部
科
学
省
が
図

書
館
法
に
基
づ
き
告
示
し
た
「
公
立

図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま

し
い
基
準
」（
以
下
「
望
ま
し
い
基

準
」
と
い
う
。）
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
と
お
り
、
都
内
の
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
の
全
体
的
な
進
展
を
図
る
観

点
に
立
ち
、
都
民
が
各
市
町
村
立
図

書
館
を
通
じ
て
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
基

礎
的
自
治
体
と
広
域
的
自
治
体
の
役

割
を
分
担
し
、
連
携
・
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
般
の
具
体
的
方
策
は
、「
協

力
貸
出
方
針
の
見
直
し
」
と
し
て
都

立
図
書
館
資
料
が
市
町
村
立
図
書
館

の
館
内
閲
覧
に
限
定
さ
れ
る
旨
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
都
民
へ
の
資
料
情

報
提
供
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
近
年
の
情

報
通
信
技
術
の
進
展
や
、
社
会
状
況

の
変
化
か
ら
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
根
幹
と
な
る
の
は
、
住
民

の
求
め
る
図
書
や
雑
誌
等
資
料
提
供

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
市
町
村
立
図
書
館
は
、
平
成

17
年
度
74
、
8
3
5
冊
の
資
料
を
都

立
図
書
館
か
ら
借
用
し
都
民
に
提
供

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
都
立
図
書

館
が
、
資
料
の
利
用
を
す
べ
て
館
内

閲
覧
に
限
定
し
た
場
合
、
他
の
道
府

県
立
図
書
館
で
は
、
住
民
に
対
し
て

直
接
ま
た
は
市
町
村
立
図
書
館
を
通

じ
て
貸
出
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
都
民
は
、
都
立
図
書
館
の
資
料

を
一
切
借
り
受
け
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
館
内
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

の
開
館
時
間
内
に
館
内
で
資
料
を
利

用
で
き
る
都
民
は
限
ら
れ
る
上
、
市

町
村
立
図
書
館
に
お
い
て
は
、
充
分

な
閲
覧
場
所
を
設
置
し
て
い
る
図
書

館
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
、
都
立
図
書
館
の
来
館
者
数
等
の

利
用
実
態
か
ら
み
て
も
、
資
料
を
す

べ
て
館
内
閲
覧
に
し
た
場
合
は
、
都

立
図
書
館
の
資
料
の
活
用
は
ご
く
限

定
さ
れ
た
範
囲
に
留
ま
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
都
民

へ
の
資
料
情
報
提
供
機
能
は
、
こ
の

方
策
の
具
体
化
に
よ
り
、
現
状
よ
り

大
幅
に
低
下
す
る
と
考
え
て
お
り
ま

強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
貸
出
し
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
危
惧

す
る
の
で
あ
る
。
図
書
館
利
用
者
に

と
っ
て
は
、
貸
出
し
に
よ
っ
て
第
一

義
的
に
「
課
題
解
決
」
が
図
ら
れ
る

と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
私
も
ま
っ

た
く
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
図
書
館

に
は
、
利
用
者
の
要
求
に
沿
っ
た

様
々
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
根
幹
を

成
す
の
は
や
は
り
貸
出
し
で
あ
る
。

　
図
書
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
資
料

が
あ
っ
て
、
利
用
者
は
書
架
を
眺
め

な
が
ら
自
分
が
読
み
た
い
本
を
探

す
、
そ
こ
に
は
思
い
が
け
な
い
本
や

著
者
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
そ
し
て

書
架
に
な
い
資
料
は
、
予
約
・
リ
ク

エ
ス
ト
と
い
う
形
で
借
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
図
書
館
に
な
い
本

は
、
購
入
ま
た
は
借
用
と
い
う
方
法

で
確
実
に
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
。

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
一
番

の
課
題
解
決
で
あ
る
。
借
用
と
い
う

方
法
を
根
底
か
ら
支
え
る
の
は
、
都

道
府
県
立
図
書
館
の
協
力
貸
出
し
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
都
道
県
立
図

書
館
の
第
一
義
的
な
役
割
で
あ
る
。

そ
の
基
本
的
な
役
割
を
放
擲
し
て
お

い
て
、「
課
題
解
決
」
も
何
も
あ
っ

た
も
の
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
都
立
図
書
館

の
後
退
は
、
東
京
都
教
育
庁
と
都
立

図
書
館
が
す
す
め
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る

の
は
、
最
近
の
都
立
図
書
館
協
議
会

で
も
あ
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の

政
策
が
そ
れ
ら
の
動
き
の
思
想
的
裏

付
け
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。
そ
の
辺
の
論
証
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
踏
み
込
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

［注1］http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/press/
pr060824a.htm
［注2］http://www.geocities.jp/hibiya_bunkai/
［注3］http://www.city.machida.tokyo.jp/shisetsu/

cul/cul08library/announce/announce01/index.html
［注4］http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/press/

pr050825t.htm
［注5］http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/

04/06032701.htm
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す
。

　
多
摩
地
域
26
市
及
び
町
村
の
住
民

は
、
都
立
図
書
館
と
居
住
す
る
地
域

の
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
力
貸
出

に
よ
り
、
都
立
図
書
館
の
資
料
を
活

用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
が
居
住
す
る
地
域
に
よ
り
均

衡
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
広

域
的
な
自
治
体
の
役
割
に
立
っ
て
、

現
行
ど
お
り
区
市
町
村
立
図
書
館
か

ら
都
民
へ
の
貸
出
を
維
持
す
る
こ
と

を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
方
策
で
は
、
協

力
貸
出
の
期
間
及
び
東
京
マ
ガ
ジ
ン

バ
ン
ク
の
創
設
に
伴
う
雑
誌
の
貸
出

対
象
範
囲
に
つ
い
て
も
見
直
し
の
方

向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
都
民
の
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
区
市
町
村
立

図
書
館
と
協
議
の
場
を
設
け
、
充
分

に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
す
。

2
．
費
用
負
担
・
搬
送
方
法
の
検
討

に
つ
い
て

　
「
望
ま
し
い
基
準
」
で
は
、
資
料

の
搬
送
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
図
書

館
の
業
務
と
し
て
「
市
町
村
立
図
書

館
と
の
間
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
情
報
の
円
滑
な
流
通
に
努

め
る
と
と
も
に
、
資
料
の
搬
送
の
確

保
に
も
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
東
京

都
の
搬
送
便
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
、
市
町
村
間
で
の
流
通
に

つ
い
て
も
確
保
さ
れ
る
な
ど
都
民
へ

の
情
報
提
供
に
関
す
る
格
差
是
正
に

大
い
に
役
立
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
方
策
に
は
、「
費
用
負
担・

搬
送
方
法
の
検
討
」
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
他
道
府
県
と
異
な

り
、
住
民
へ
の
直
接
の
貸
出
し
を
行

っ
て
い
な
い
都
立
図
書
館
の
実
情
を

勘
案
さ
れ
、
東
京
都
の
責
務
と
し
て

協
力
貸
出
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お

り
資
料
の
搬
送
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
区
市
町
村
間
の
搬
送
に
つ

い
て
も
、
広
域
的
自
治
体
の
責
務
を

踏
ま
え
、
区
市
町
村
と
充
分
な
協
議

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
す
。

3
．
収
集
・
保
存
分
担
の
協
議
に
つ

い
て

　
資
料
の
保
存
は
、
市
町
村
立
図
書

館
に
お
い
て
も
喫
緊
の
重
要
課
題
で

あ
り
ま
す
。
都
立
図
書
館
が
資
料
の

保
存
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

都
立
図
書
館
の
資
料
の
み
な
ら
ず
、

区
市
町
村
立
図
書
館
の
資
料
を
含
め

た
東
京
都
全
体
の
資
料
保
存
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
広
域
的
な
自
治
体
の

責
務
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

要
望
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
区
市
町
村
立
図

書
館
と
充
分
に
協
議
を
行
い
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

4
．
そ
の
他

　
多
摩
地
区
に
は
、
多
数
の
大
学
や

先
端
技
術
産
業
が
集
積
し
て
お
り
ま

す
。
図
書
館
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
育
成
・
活
性
化
の
一
助

と
な
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
今

般
の
具
体
的
方
策
に
よ
り
、
市
町
村

立
図
書
館
の
資
料
提
供
機
能
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う

見
直
し
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

今
後
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
上
記
以
外
に
お
い
て

も
、
随
時
区
市
町
村
立
図
書
館
と
協

議
の
場
を
設
け
、
検
討
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
資
料
二
】

18
東
市
町
村
図
発
第
5
号

平
成
18
年
9
月
22
日

東
京
都
市
教
育
長
会　

会
長　
谷
垣
十
四
雄
様

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協

議
会

会
長　
鈴
木
惠
子

「
都
立
図
書
館
改
革
の
具
体
的
方
策
」に

つ
い
て
の
お
願
い

　
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
か
ね
て
よ
り
、
本
会
の
活
動
に
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
般
、
東
京
都
教
育
委
員

会
よ
り
、「
都
立
図
書
館
改
革
の
具

体
的
方
策
」（
以
下「
具
体
的
方
策
」

と
い
う
。）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
が
今
後

の
都
立
図
書
館
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
に
設
置
し
た
検
討

委
員
会
の
報
告
書
「
都
立
図
書
館
改

革
の
基
本
的
方
向
」（
平
成
17
年
8

月
）
で
示
さ
れ
た
内
容
を
具
体
化

し
、
実
現
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
具
体
的
方
策
」
は
、
取
り
組
み

期
間
を
概
ね
3
年
間
と
し
、
平
成
21

年
度
を
目
標
に
改
革
の
実
現
を
図
る

と
し
て
お
り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

新
た
な
展
開
と
し
て
、
都
市
に
関
す

る
情
報
、
都
民
及
び
企
業
等
の
活
動

支
援
へ
の
情
報
提
供
を
重
点
サ
ー
ビ

ス
と
す
る
ほ
か
、
5
項
目
の
具
体
的

な
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
市
町
村
立
図
書
館
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
区
市
町
村

立
図
書
館
と
の
連
携
・
協
力
」
の
章

を
設
け
て
お
り
、
新
た
な
支
援
策
を

提
示
す
る
一
方
、
従
来
か
ら
行
っ
て

い
る
都
立
図
書
館
の
資
料
の
貸
出
に

つ
い
て
、
区
市
町
村
立
図
書
館
の
館

内
閲
覧
に
限
定
す
る
等
の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
を
組
織
す
る
市
町
村
立

図
書
館
各
館
は
、「
具
体
的
方
策
」

に
つ
い
て
、
今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
計
画

が
具
体
化
し
た
場
合
に
は
住
民
へ
の

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
免
れ
な

い
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
当
協
議
会
と
し
て
、
別
紙
の
と

お
り
、
さ
る
平
成
18
年
9
月
13
日
付

で
東
京
都
立
中
央
図
書
館
長
に
対
し

方
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
要
望
書
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
生
涯
学
習
の
基

幹
施
設
で
あ
る
市
町
村
立
図
書
館
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
、
当
協
議
会
の
取
り
組
み
に
対
し

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
都
市
教
育
長
会
と

し
て
関
連
機
関
に
対
し
ご
要
望
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
資
料
三
】

件
名 

第
二
次
都
立
図
書
館
あ
り
方
検
討

委
員
会
報
告
に
関
す
る
意
見

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協

議
会

会
長　
小
池
博

〒
1
8
8
ー
0
0
1
2　
西
東

京
市
南
町
5
ー
6
ー
11　
西
東

京
市
中
央
図
書
館
内

事
務
局　
日
野
市
立
中
央
図
書

館
内（
電
話
番
号・住
所
省
略
）

第
二
次
都
立
図
書
館
あ
り
方
検
討
委
員

会
報
告
に
関
す
る
意
見

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協

議
会

会
長 

小
池 

博

「
都
立
図
書
館
改
革
の
基
本
的
方

向
」
に
つ
い
て
、
東
京
都
市
町
村
立

図
書
館
長
協
議
会
と
し
て
意
見
を
提

出
す
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
都
立
図
書
館
と
区
市
町

村
立
図
書
館
の
一
体
性
及
び
役
割
分

担
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
て
お
き

た
い
。

 

「
都
立
図
書
館
改
革
の
基
本
的
方

向
」（
以
下「
基
本
的
方
向
」と
記
す
）

の
9
ペ
ー
ジ
「（
4
）  

顧
客
満
足
度

の
向
上
」
で
は
、

「
都
立
図
書
館
は
サ
ー
ビ
ス
施
設
で

あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、
利
用
者

で
あ
る
都
民
を
顧
客
と
し
て
捉
え
、

そ
の
図
書
館
利
用
に
係
る
満
足
の
最

大
化
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。」
と

記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
21
ペ
ー
ジ

「（
2
） 

中
央
図
書
館
に
お
け
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
効
率
化
」
で
は
、

「
来
館
者
、
非
来
館
者
を
問
わ
ず
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
迅
速
か
つ

丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

常
に
工
夫
、
改
善
に
努
め
る
。」

と
記
述
し
て
い
る
。
以
上
に
引
用
し

た
『
利
用
者
』
と
は
、
す
べ
て
の
都

民
を
意
味
し
、
そ
の
場
合
に
来
館
、

非
来
館
を
問
わ
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

資
料
・
情
報
を
求
め
る
都
民
（
来
館

者
、
非
来
館
者
を
問
わ
な
い
）
に
対

し
、
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、
都
立
図
書
館
と
区
市
町
村

立
図
書
館
は
連
動
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
一
線
図
書
館
、
二
線
図
書

館
と
呼
称
し
て
き
た
本
意
は
そ
こ
に

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

 

た
と
え
ば
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
が
、
区
市
町
村
立
図
書

館
が
利
用
者
か
ら
受
け
る
レ
フ
ア
レ

ン
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
の
力

量
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

力
量
に
応
じ
て
回
答
の
努
力
が
な
さ

れ
、
回
答
で
き
な
い
高
度
な
内
容
の

も
の
は
都
立
図
書
館
に
応
援
を
要
請

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
協
力
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
と
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、

区
市
町
村
立
図
書
館
と
都
立
図
書
館

が
一
つ
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
「
来
館
者
、非
来
館
者
を
問
わ
ず
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
迅
速
か
つ

丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
果
た

し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
都

民
の
資
料
・
情
報
要
求
に
応
え
る
東

京
都
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
こ
の
よ

う
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

あ
る
い
は
ま
た
、
協
力
貸
出
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。
区
市
町
村
立
図
書

館
を
訪
れ
る
利
用
者
は
、
都
立
図
書

館
の
利
用
者
で
も
あ
る
の
だ
。
一
線

図
書
館
の
区
市
町
村
立
図
書
館
で
提

供
が
適
わ
な
い
資
料
を
、
都
立
図
書

館
か
ら
借
り
受
け
て
利
用
者
に
提
供

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ

ば
、
区
市
町
村
立
図
書
館
の
窓
口
を

通
じ
て
都
立
図
書
館
が
利
用
者
で
あ

る
都
民
に
資
料
提
供
し
た
こ
と
に
す

ぎ
な
い
。こ
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ「
専

門
書
等
の
協
力
貸
出
を
行
う
」
な
ど

と
釘
を
刺
す
よ
う
な
記
述
を
す
る
の

で
は
な
く
、「
連
動
」
す
な
わ
ち
、

図
書
館
は
一
体
と
な
っ
て
十
全
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
だ
と
い
う
こ

と
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
至
す
べ
き

で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ペ
ー
ジ
を
追
っ

て
、意
見
を
申
し
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

1　
専
門
書
等
の
協
力
貸
出
し
に
つ

い
て

7
ペ
ー
ジ
に
、「
今
後
都
立
図
書
館

は
、
…
…
区
市
町
村
立
図
書
館
に
対

し
、
専
門
書
等
の
協
力
貸
出
を
行
う

…
…
」
と
あ
る
が
、
区
市
町
村
立
図

書
館
は
、
書
庫
の
規
模
等
か
ら
も
長

期
に
わ
た
る
資
料
保
存
は
現
実
問
題

と
し
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
協
力
貸
出
に
制
限
と
も
受
取

れ
る
「
専
門
書
」
の
貸
出
と
い
う
表

現
が
あ
る
の
は
、
上
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
支
援
及
び
連
携
・
協
力
の
観
点

か
ら
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2　
蔵
書
の
充
実
に
つ
い
て

「
基
本
的
方
向
」
の
16
ペ
ー
ジ
で

は
、

「
都
立
図
書
館
で
は
、
…
…
各
分
野

の
核
と
な
る
資
料
を
…
…
収
集
し
、

蔵
書
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。」
と

述
べ
て
い
る
が
、
先
の
「
専
門
書
等

の
協
力
貸
出
を
行
う
」（
7
ペ
ー
ジ
）

と
い
う
部
分
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん

で
み
る
と
、
都
立
図
書
館
の
今
後
の

蔵
書
の
多
様
性
に
つ
い
て
疑
問
を
覚

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
基
本
的
方

向
」
6
ペ
ー
ジ
で
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、都
立
図
書
館
の
蔵
書
は「
…
…

広
範
か
つ
豊
富
な
資
料
・
情
報
を
収

集
整
理
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
多
様

な
課
題
に
直
面
す
る
都
民
（
個
人
・

団
体
）
に
対
し
、
課
題
解
決
に
必
要

な
情
報
を
的
確
に
提
供
す
る
…
…
」

と
の
観
点
か
ら
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
、
ま
た
「
…
…
都
立
図
書
館

は
、
広
域
的
自
治
体
の
図
書
館
と
し

て
広
範
囲
か
つ
豊
富
な
蔵
書
を
整
備

し
、
…
…
き
め
細
か
い
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
…
…
」

（
7
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
核

と
な
る
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
蔵

書
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

3　
収
蔵
対
策
に
つ
い
て

17
ペ
ー
ジ 

の
「
収
蔵
対
策
」
で
は
、

「
…
…
資
料
の
保
存
年
限
の
あ
り
方

な
ど
、
今
後
の
資
料
保
存
の
考
え
方

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
…
…
」
と
あ
る
が
、
保
存
年
限

の
あ
り
方
の
前
に
、
資
料
保
存
の
手

立
て
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
、「
基
本
的
方
向
」
自
身
が

9
ペ
ー
ジ
で

「
…
…
印
刷
資
料
は
、
…
…
内
容
の

信
頼
性
が
高
く
、
ま
た
寿
命
が
長
い

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
…
…
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
蓄
積
を
利
用
し
た
り
、

過
去
の
経
緯
や
背
景
を
調
べ
た
り
す

る
た
め
に
、
印
刷
資
料
は
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
知
識
の
ス
ト
ッ

ク
と
し
て
今
後
も
重
要
で
あ
る

…
…
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ま

ず
長
期
保
存
の
手
立
て
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。
た
と
へ
ば
、
日
比
谷
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図
書
館
の
地
元
区
へ
の
移
管
の
前
に

日
比
谷
図
書
館
を
含
め
た
現
有
の
都

立
図
書
館
の
書
庫
を
活
用
で
き
な
い

か
、
ま
た
、
区
市
町
村
立
図
書
館
と

共
同
で
資
料
保
存
が
で
き
な
い
か
な

ど
、
長
期
の
資
料
保
存
を
、
都
立
図

書
館
の
「
広
域
行
政
に
求
め
ら
れ
る

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」（
1
ペ
ー
ジ
）

の
一
つ
と
し
て
再
確
認
す
べ
き
と
考

え
る
。

20
ペ
ー
ジ
に
「
都
立
図
書
館
と
区
市

町
村
立
図
書
館
間
に
お
け
る
収
集
保

存
の
分
担
に
つ
い
て
、
協
議
の
場
を

設
け
、検
討
す
る
」と
あ
る
よ
う
に
、

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議
会

で
検
討
を
進
め
て
い
る
資
料
の
共
同

保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
提

唱
す
る
も
の
で
あ
る
。

4　
日
比
谷
図
書
館
の
地
元
区
へ
の

移
管
に
つ
い
て

22
ペ
ー
ジ
に

「
…
…
日
比
谷
図
書
館
を
地
元
区
に

移
管
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
…
…
」
と
あ
る
が
、
先
に
の
べ

た
書
庫
の
活
用
と
い
う
こ
と
の
他

に
、
次
の
点
に
充
分
配
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

一
つ
は
日
比
谷
図
書
館
だ
け
が
所
蔵

し
て
い
る
資
料
が
多
数
あ
り
、
こ
れ

ら
は
都
立
図
書
館
に
引
き
上
げ
て
公

開
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
フ
ィ

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
あ
る
が
、
都

民
が
等
し
く
利
用
可
能
な
環
境
に
配

置
さ
れ
る
よ
う
考
慮
さ
れ
た
い
。

5　
業
務
委
託
の
推
進
に
つ
い
て

 

22
ペ
ー
ジ
に
は
、「
業
務
委
託
の
推

進
」
の
中
で

「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
…
…
民
間

へ
の
業
務
委
託
を
一
層
推
進
す

る
。」

と
あ
る
。
確
か
に
今
日
の
社
会
状
況

の
中
で
、
コ
ス
ト
意
識
を
無
視
し
た

図
書
館
運
営
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ

に
は
、
地
方
自
治
体
の
一
組
織
と
し

て
の
行
財
政
運
営
方
針
に
沿
っ
た
経

営
努
力
が
求
め
ら
れ
る
の
は
や
む
を

得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
都
立
図
書

館
が
「
I 

都
立
図
書
館
の
今
後
の

あ
り
方
」
で
示
し
た
具
体
的
取
組
の

い
く
つ
か
は
、
図
書
館
の
存
立
意
義

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う

と
す
る
姿
勢
と
し
て
評
価
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
で

も
、
業
務
委
託
に
は
図
書
館
の
空
洞

化
の
危
険
が
伴
う
こ
と
に
充
分
配
慮

す
べ
き
で
、
と
く
に
広
域
的
・
総
合

的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
区
市
町
村
立

図
書
館
へ
の
支
援
を
目
指
す
都
立
図

書
館
と
し
て
、
留
意
す
べ
き
と
こ
ろ

と
考
え
る
。

6　
利
用
者
に
よ
る
費
用
負
担
に
つ

い
て

 

22
ペ
ー
ジ
の
「
利
用
者
に
よ
る
費

用
負
担
」
で
は
、

「
…
…
図
書
館
資
料
で
は
な
い
民
間

の
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

行
う
情
報
サ
ー
ビ
ス
…
…
に
つ
い
て

は
、
…
…
利
用
者
に
一
定
の
費
用
負

担
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
。」

と
あ
る
が
、
電
子
的
情
報
が
印
刷
資

料
と
共
に
不
可
欠
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
で
、
有
料
の
電
子
的
デ
ー
タ
は
図

書
館
資
料
で
は
な
い
か
ら
一
定
の
費

用
負
担
を
と
な
れ
ば
、
図
書
館
の
実

質
的
有
料
化
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
図
書
館
法
成
立
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
都
立
図
書
館
と
し
て
、
大

局
的
な
視
点
と
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
、
賢
明
な
判
断
を
求
め
た
い
。

7　
「
第
二
次
都
立
図
書
館
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
の
運
営
と
「
意
見
」

の
取
扱
に
つ
い
て

 
今
回
の
報
告
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、
都
立
図
書
館
と
一
体
と
な
っ
て

都
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

区
市
町
村
立
図
書
館
が
、
そ
の
作
成

過
程
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
で
あ
り
、
直
接
利
用
者
の
声
を

聴
く
立
場
に
あ
る
第
一
線
図
書
館
と

し
て
、
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
基
本
的
方
向
」
へ
の
意
見
と

そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
何
ら
か
の

方
法
で
公
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

【
資
料
四
】

「
第
二
次
都
立
図
書
館
あ
り
方
検
討

委
員
会
報
告
に
関
す
る
意
見
」
へ
の

回
答

◇
協
力
貸
出
に
つ
い
て

「
今
後
都
立
図
書
館
は
、
…
…
区

市
町
村
立
図
書
館
に
対
し
、
専
門

書
等
の
協
力
貸
出
を
行
う
」
と
あ

る
が
、
区
市
町
村
で
は
書
庫
の
規

模
か
ら
も
長
期
の
資
料
保
存
は
困

難
。
協
力
貸
出
制
限
と
も
受
け
取

れ
る
「
専
門
書
」
と
い
う
表
現
は

支
援
及
び
連
携
・
協
力
の
観
点
か

ら
し
て
疑
問
。

区
市
町
村
立
図
書
館
が
資
料
の
貸
出

な
ど
住
民
へ
の
第
一
線
の
直
接
サ
ー

ビ
ス
を
役
割
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
都
立
図
書
館
は
広
域
的
自
治
体

の
図
書
館
と
し
て
高
度
・
専
門
的
な

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
区
市
町
村

立
図
書
館
へ
の
支
援
を
主
な
役
割
と

し
て
い
る
。
こ
の
役
割
分
担
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
も
都
立
図
書
館
で
は

専
門
書
等
を
中
心
に
資
料
を
収
集
し

保
存
し
て
い
る
。
今
後
役
割
分
担
の

一
層
の
明
確
化
を
図
り
、
区
市
町
村

立
図
書
館
へ
の
協
力
貸
出
に
つ
い
て

も
、
専
門
書
等
を
中
心
に
行
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

◇
蔵
書
の
充
実
に
つ
い
て

「
各
分
野
の
核
と
な
る
資
料
を

…
…
収
集
し
、
蔵
書
の
整
備
を
図

っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、「
専
門

書
等
の
協
力
貸
出
」
と
合
わ
せ
読

む
と
、
蔵
書
の
多
様
性
に
疑
問
を

お
ぼ
え
る
。
核
と
な
る
資
料
は
も

ち
ろ
ん
、
広
く
蔵
書
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き

で
あ
る
。

都
立
図
書
館
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
区

市
町
村
立
図
書
館
が
収
集
す
る
実
用

書
な
ど
の
一
般
図
書
を
除
き
、
高

度
・
専
門
的
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
書
や
参

考
図
書
な
ど
、
各
分
野
の
核
と
な
る

資
料
を
収
集
し
て
、
広
範
囲
か
つ
豊

富
な
蔵
書
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

今
後
、
都
民
の
課
題
解
決
に
役
立
つ

情
報
及
び
都
の
施
策
の
立
案
・
実
施

に
必
要
な
情
報
を
よ
り
的
確
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
蔵
書
の
一
層
の
充
実

に
努
め
る
。

◇
収
蔵
対
策
に
つ
い
て

「
資
料
の
保
存
年
限
の
あ
り
方
な

ど
、
今
後
の
資
料
保
存
の
考
え
方

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
」
と
あ
る
が
、
保
存
年
限
の

あ
り
方
の
前
に
資
料
の
長
期
保
存

の
手
立
て
を
検
討
す
べ
き
。
日
比

谷
を
含
め
た
現
有
の
都
立
図
書
館

書
庫
の
活
用
、
区
市
町
村
と
共
同

で
の
資
料
保
存
な
ど
、
長
期
の
資

料
保
存
を
都
立
の
「
広
域
行
政
に

求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
再
確
認
す
べ
き
。

市
町
村
立
図
書
館
長
協
議
会
で
検

討
中
の
「
共
同
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
の
参
加
を
提
唱
す
る
。

都
立
図
書
館
で
は
、
第
一
次
あ
り
方

検
討
委
員
会
報
告
を
受
け
、
資
料
の

収
集
・
保
存
を
中
央
図
書
館
と
多
摩

図
書
館
の
両
館
で
原
則
1
点
と
す
る

こ
と
に
よ
り
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
効
率

的
活
用
に
努
め
て
き
た
が
、
そ
れ
で

も
数
年
後
に
は
書
庫
が
満
杯
に
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
資
料

の
保
存
年
限
の
あ
り
方
な
ど
今
後
の

資
料
保
存
の
考
え
方
に
立
ち
返
っ
て

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
上

で
、
資
料
の
長
期
収
蔵
の
た
め
の
具

体
的
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

資
料
の
保
存
の
分
担
に
つ
い
て
は
、

収
集
分
担
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
今

後
区
市
町
村
と
の
協
議
の
場
を
設
け

検
討
し
て
い
く
。

◇
日
比
谷
図
書
館
の
地
元
区
へ
の
移

管
に
つ
い
て

日
比
谷
図
書
館
を
書
庫
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
の
他
、
次
の
点
に
配

慮
を
求
め
る
。
1
日
比
谷
だ
け
が

所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
都
立

と
し
て
引
き
上
げ
て
公
開
す
る
。

2
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
都

民
が
等
し
く
利
用
可
能
な
環
境
に

配
置
す
る
こ
と
。

日
比
谷
図
書
館
は
千
代
田
区
へ
の
移

管
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、

書
庫
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

①
②
に
関
し
て
は
、
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
を
前
提
と
し
て
、
都
立
図

書
館
の
役
割
に
照
ら
し
て
対
応
策
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◇
業
務
委
託
の
推
進
に
つ
い
て

業
務
委
託
に
は
図
書
館
の
空
洞
化

の
危
険
が
伴
う
こ
と
に
充
分
配
慮

す
べ
き
で
あ
る
。

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
司
書
が
担
わ

な
く
て
も
可
能
な
非
基
幹
的
業
務

（
デ
ー
タ
の
入
力
業
務
、
書
庫
内
資

料
の
出
納
業
務
等
）
に
つ
い
て
民
間

委
託
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
司
書
を
基
幹
的
業
務
（
図
書
館

の
運
営
方
針
・
事
業
の
企
画
、
資
料

の
選
定
・
収
集
、
書
誌
・
所
蔵
デ
ー

タ
の
管
理
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
等
）
に
専
念
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

◇
利
用
者
に
よ
る
費
用
負
担
に
つ
い

て
電
子
的
情
報
が
不
可
欠
と
な
る

中
、
有
料
の
デ
ー
タ
は
図
書
館
資

料
で
は
な
い
か
ら
費
用
負
担
を
と

な
れ
ば
、
図
書
館
の
実
質
有
料
化

に
な
り
か
ね
な
い
。
図
書
館
法
成

立
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
都
立
と
し

て
大
局
的
か
つ
長
期
的
視
点
に
立

っ
た
賢
明
な
判
断
を
求
め
た
い
。

図
書
館
資
料
で
は
な
い
民
間
の
有
料

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
行
う
情

報
サ
ー
ビ
ス
は
、
図
書
館
利
用
の
無

料
原
則
（
図
書
館
法
第
17
条
）
の
対

象
外
で
あ
り
、
そ
の
対
価
徴
収
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
の
設
置

者
の
裁
量
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
民
間
の
有
料
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
導
入
に
当
た
り
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
、
コ
ス
ト
、
代
替
資
料
の
有
無

な
ど
を
考
慮
の
上
、
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
、
利
用
者
に
一
定
の
費
用

負
担
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

◇
「
第
二
次
都
立
図
書
館
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
の
運
営
と
「
意
見
」
の

取
扱
に
つ
い
て

報
告
書
作
成
過
程
に
区
市
町
村
立

図
書
館
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
。
第
一
線
図
書
館
と
し

て
遺
憾
と
す
る
。
今
後
改
善
を
要

望
す
る
。
ま
た
、
意
見
と
そ
れ
に

対
す
る
回
答
は
公
開
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

本
報
告
は
東
京
都
教
育
庁
内
に
設
置

し
た
内
部
検
討
委
員
会
と
し
て
の
考

え
方
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
図
書
館
利
用
者
は
じ
め
広
く
都

民
の
方
々
や
区
市
町
村
か
ら
こ
の
報

告
に
対
す
る
意
見
を
伺
い
、
ま
た
都

議
会
の
審
議
も
踏
ま
え
て
、
今
後
本

報
告
に
示
し
た
内
容
を
具
体
化
す
る

行
政
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
頂
い
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す

る
東
京
都
教
育
庁
と
し
て
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。


